
登山・登攀の記録 

奥美濃（金糞岳～笹ヶ峰）単独スキーツアー 

日時：1986 年 3月 13 日～3 月 23 日 

メンバー：加藤誠（単独） 

概要：数年前から暖めていたプランがやっと実行できた。当初の計画は（伊吹山～能郷白山）は縮小され

たものの、とにかく行けてよかった。山行中、出会ったのはタヌキの夫婦ぐらいであった。尾根をめぐり樹

林を抜け広い頂上を越える。やせ尾根に緊張し滑降に思いをはせる。なんと素晴らしい日々か。心残りは、

能郷白山までいけなかったことだ。あと1週間あればもう少し天気が良かったら・・・。だいぶ遠くなってしま

ったが、いつかこの続きをやろうと思う。 

 

記録 

3 月 13 日 晴後曇 

ＪＲ高山駅（12:00）－中津尾根取付（15:00）－林

道終点 TS（16:20） 

二股からシールで林道を歩く。いい加減にうんざり

した頃に分岐に着く。中津尾を強引にシールで登

り、林道が横切る手前で泊まる。 

3 月 14 日 雨 

朝から雨で沈殿。 

3 月 15 日 曇後晴後曇 

TS（8:20 ）－金糞岳（12:25 ）－コル－八草峠

（16:45） 

中津尾は思ったほどすっきりしていないがスキー

で登れる。金糞岳山頂までは非常にしんどかった

が、山頂に出ると 360 度開けておりホッとする。振

り返ると伊吹山が大きく見える。目指す能郷白山

を探すが、よくわからない。八草峠に続く尾根は

部分的に痩せているところがあり、アップダウンを

繰り返す。急いだ割には時間を食う。最後に林道

に降りて峠にでる。 

3 月 16 日 曇後晴 

八草峠（11:30）－土蔵岳手前コル（14:45/15:25）

－土蔵岳 16:10－1029ｍTS（17:30） 

 10 時半頃晴れてきたので出発する。アップダウ

ンを繰り返しながら土蔵岳を目指す。この辺りはお

おむねスキーに向いているが、部分的に痩せた

下りが 2,3 度スキーを脱ぐ。土蔵岳の下りはきつく、

ウインド・クラストで数度こける。P1065.4に出ると北

風が強くクラストしている。風下側の枝尾根で泊ま

る。 

3 月 17 日 雪 後 晴時々曇 

TS（8:10）－1048m（12:50/13:30）-三国岳（15:30）

－最低コル TS（15:40） 

 降雪の中、アイゼンで出発する。クラストしていて

歩きやすい。ブナののっぺりした樹林の中で視界

が利かず、地図とコンパスを頼りに進む。P1050 で

はじめて三国岳方面が見える。1048m から小雪尻

を切って乗越すと、そこから三国岳まで快適な尾

根が続く。北西風が強く、なかなかまっすぐ歩けな

い。三国岳は広いドーム状の山で北アルプスの朝

日岳を小さくした感じだ。下りきった所で風を避け

てサイトとする。今日はズッポ、アイゼン、ワカンで

スキーの出番はなし。 

3 月 18 日 曇 

TS（7:20）－夜叉ヶ池（8:50）－1124m 手前のコル

（12:20/12:55）-美濃俣丸（14:00）－最低コル－

TS（15:00） 

 朝のラジオが二つ玉低気圧を予告している。高

曇りの中を今日もズッポででる。夜叉ヶ池への下り

は、きつく途中から左にトラバースして池の西側に

降りる。北側の尾根から国境稜線に戻る。ここから

1252m 辺りまで痩せていてなかなか面白い。傾斜

はきついがしっかりクラストしており、アイゼンを効

かして登る。三国ヶ岳の方へ少し行き過ぎて引き

返す。アップダウンを繰り返して1144mでスキーに

換える。ここから美濃俣丸山頂まではスキー可で

ある。下りはクラストしており、怖いので歩く。明日

の沈殿に備えて、雪尻の下の壁にピッケルで半雪

洞を掘る。 
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3 月 19 日 霧 

沈殿。夜中にツエルト埋没。夜中に 2 回雪かき

に出る。翌朝、ツエルトの位置を変える。 

3 月 20 日 霧雨のち雪 

 沈殿。 

3 月 21 日 霧 

 TS（13:30）－大河内岳－1294m（15:30） 

朝からガスでなにも見えない。13:30 にガスが晴れ

たので出発。しかし、大河内岳を越えるころから再

びガスで視界が利かなくなる。1294m 付近で行動

不能となりツエルトを張る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 22 日 晴のち曇のち雨 

TS（8:40）－笹ヶ峰（9:15）－高倉峠（13:30/14:00）

－林道終点（16:00）－TS（17:00） 

 久しぶりに晴れて気持ちがいい。笹ヶ峰からは

金糞岳－冠山－能郷白山の稜線が良くわかる。

能郷白山は雲の中、やはりまだ遠い。1164m から

下りきった最低コルでシールをはいて尾根を経て

高倉峠に滑り込む。 

 天気、日程を考え残念ながらここまでとする。高

倉峠から南に3つ目の990mピークまで戻り、西に

派生する尾根を滑降する。中間部は雑木が多い

が、始めと終わりは実に楽しい。豪快なターンを繰

り返して、林道終点の橋に滑り込む。時々デブリを

乗り越えながら林道をすべり、石俣との合流点付

近で雨が降ってきたのでツエルトを張る。 

3 月 23 日 雪 

ＴＳ（15:30）－バス停（17:00） 

大粒のベタ雪が降る中、林道を下る。 

 

（記／加藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥美濃スキーツアー概念図 

85年報告書 p39から抜粋 

 

写真はＢＯＸのアルバムにはないので、加藤さんに依頼か？ 


